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NPO法人 核融合科学研究会 2025年度総会開催される

核融合科学研究会の2025年度総会が、2025年６月19日㈭
に、核融合科学研究所のシミュレーション研究棟会議室で
開催されました。一昨年より対面での開催が復活し、今回
は会員企業とNIFS所内運営委員他から出席者18名（うち、
リモート参加８名）があり、議決委任者12名を入れて、総
会成立要件を満足しました。

総会では、まず、本研究会会長の武藤 敬氏（中部大学
副学長）から挨拶を頂いた後、本総会の議長の選任が行わ
れ、満場一致で議長は武藤会長に決定されました。議事で
は、はじめに、柳 長門運営委員会委員長（核融合科学研
究所教授）より、第１号議案である2024年度事業報告及び
決算報告について詳細説明がありました。2024年度の主な
事業としては、核融合科学研究会主催の特別講演会（講
師：小西哲之 京都フュージョニアリング株式会社CEO）
の開催(2024年６月20日)を行ったこと、第15回核融合エネ
ルギー連合講演会（2024年６月13日～14日、青森県八戸市）
開催に係る費用援助を行ったこと、国際交流経費助成とし
て第13回ITER国際スクール（2024年12月９日～13日、名
古屋市）開催に係る経費援助を行ったこと、核融合科学研
究会セミナー（2024年５月14日）を行いフュージョンエネ
ルギーイノベーションの最前線について説明を行う機会を
設けたこと、第32回見学会を行い（2025年３月12日～13日、
ハイドロエッジ（堺市）、Hy touch神戸（神戸市））、水素
製造プラントや液化水素サプライチェーンの最前線を訪問
し、水素社会実現の現状と未来像を深く学ぶ機会を設けた
こと、機関誌の発行として2024年度事業報告書（国際交流、
講演会要旨、見学会報告、広報支援、若手研究者育成、シ
ンポジウム支援）を発行したこと、などについて報告があ
りました。また、本研究会の最大の事業である若手研究者
の育成として、総合研究大学院大学物理科学研究科核融合
科学専攻の大学院生のうち11名に対して奨学金の支給を
行ったことの報告がありました。さらに、会務の報告とし
て、総会（2024年６月20日）、および、３回の運営委員会（第
155,156,157回）が開催されたことが報告されました。最後
に、2024年度決算報告、財産目録の説明が行われました。
これらについて監事を務める伊藤俊之氏（株式会社北野製
作所代表取締役）より会計監査結果の報告があり、第１号
議案は承認されました。

続いて、柳運営委員会委員長より第２号議案の説明があ
りました。第２号議案では、2025年度の事業計画（案）及

び収支予算（案）について提案が行われました。核融合科
学に関する技術動向の調査や産業界との情報交換、産学連
携等を進めるため、講演会や見学会を企画し実施すること
について計画が述べられました。具体的には、第22回核融
合炉材料国際会議開催に係る経費援助を行うこと、機関誌
等の発行として2025年度事業報告書の発行、および、会報

「融会」の発行を行うこと、また、広報活動の一環として、
核融合科学研究所の「夏の体験入学」、オープンキャンパ
スの支援をしていくこと、また、最近の核融合炉開発の状
況などを説明するセミナーを開催するなどについて報告が
ありました。若手研究者の育成の推進としては、総研大核
融合科学専攻の学生の奨学金、および、特別共同利用研究
員の旅費支援をしていくこと等が説明され、2025年度収支
予算案とともに本議案は承認されました。

第３号議案では、柳運営委員会委員長より、2025年度の
会長、理事、監事、運営委員（会員企業より４名、核融合
科学研究所から９名）、顧問については継続となる提案が
なされ、承認されました。

以上の会務の終了後、核融合科学研究所の山田 弘司所
長より研究所の近況報告がありました。核融合科学研究所
では、核融合科学の発展をリードする拠点形成とともに、
学際共同研究の展開による巻き込みと人材育成の拡大、そ
して、フュージョンエネルギーの産業化への貢献を推進し
ていることが述べられました。続いて、総合研究大学院大
学の大学院生の代表として津田珠夏さんから学位論文研究
に関する発表「圧延率の異なる純タングステン試料の重水
素捕捉特性に関する実験的評価」が行われました。発表の
最後には、核融合科学研究会からの奨学金支援に対する感
謝の言葉が述べられました。

総会の後、特別講演会が開催されました。講師には、一
般財団法人電力中央研究所名誉顧問の秋田 調様をお迎え
し、「持続可能なカーボンニュートラル社会に向けての核
融合発電への期待」の題目で講演を頂きました。太陽光
発電や風力発電などの再生可能エネルギーの導入が進めら
れているものの2050年のカーボンニュートラル社会の実現
は難しく、たとえ社会実装が2050年以降となっても持続可
能な低炭素排出発電技術としての核融合発電への期待が高
まっていることが述べられ、多くの質疑応答を受けて大変
有意義な講演になりました。（講演内容の詳細については、
別掲記事をご参照ください。）

（文責：柳 長門　核融合科学研究会理事長・運営委員長、核融合科学研究所教授）
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令和７年10月25日㈯
・「体感！体験！プラズマエネルギー」

約670名（2024年度約650名）

○地域×学術を知ろう！NIFSクロストーク2025
講演会

「大型ヘリカル装置研究で深まった謎と新たな挑戦」
講師　所長　山田 弘司

「私たちが起こすパラダイムシフト：グリーンでウォー
カブルなこれからのまちを描く」

講師　東京大学空間情報科学研究センター
准教授　新保 奈穂美

パネルディスカッション
「科学の眼で再発見する東濃のポテンシャル」
登壇者

株式会社アドマテックス
代表取締役社長・執行役員社長　中野 修

三宅特許事務所� 弁護士・弁理士　三宅 優香子
東京大学空間情報科学研究センター

准教授　新保 奈穂美
所長　山田 弘司

モデレーター 自然科学研究機構共創戦略統括本部
坂本 貴和子

オンライン同時生配信（オンライン視聴者数3,280名）
○高校生科学研究室

口頭発表（３校５件）、展示（３校５件）
（参加高校名：愛知県立一宮高校、名古屋市立向

陽高校、東海大学付属高輪台高校）
○大型ヘリカル装置（LHD）見学ツアー（事前申込制）
○工作教室
〇核融合科学研究所紹介展示（質問コーナー）
〇核融合研究の歴史と核融合研のユニット研究紹介
○リアル謎解きゲーム

１．実施日・テーマ

２．来場者数

３．実施概要

核融合科学研究所オープンキャンパス2025 実施報告

〇産学連携企画
〇プラズマシミュレータ紹介（新スパコンをデモン

ストレーションで体験）
○バーチャルリアリティLHD
〇君だけの記念シールを作ろう！
○核融合研で博士をとろう（大学生・院生向け企画）
〇LHD制御室公開＆制御室の一日
〇空気のない世界のふしぎを体験しよう！（真空実験）
〇ヘリウム液化冷凍機室を大公開！
〇超伝導磁気浮上列車
○核融合ボッチャ
○ペットボトルロケットを飛ばそう
○スタンプラリー

○高等学校、大学、関係機関等へポスター及びチラシ
を配布

○地元広報誌に開催案内を掲載
○チラシの新聞折り込み（土岐市・多治見市・瑞浪市）
〇岐阜版のPTA新聞へ開催広告を掲出
○サイエンスポータル、SENSEIイベントポータル等

へ開催案内掲載
○ポスターの駅貼り（土岐市駅、多治見駅、瑞浪駅、

大曽根駅、千種駅）
○研究所公式HP・SNSでのイベント情報の発信
○FMPiPiへの出演

４．広報関係
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当日の写真

講演会（山田所長） 講演会（東京大学 新保准教授）

パネルディスカッション 高校生科学研究室口頭発表

高校生科学研究室展示 来場者（受付）の様子

工作教室 核融合科学研究所紹介展示
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当日の写真

核融合研究の歴史と核融合研のユニット研究紹介 リアル謎解きゲーム

産学連携企画 プラズマシミュレータ紹介

バーチャルリアリティLHD 君だけの記念シールを作ろう！

核融合研で博士をとろう LHD制御室公開＆制御室の一日
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当日の写真

空気のない世界のふしぎを体験しよう！（真空実験） ヘリウム液化冷凍機室を大公開！

超伝導磁気浮上列車 核融合ボッチャ

ペットボトルロケットを飛ばそう ヘリカちゃん登場

食堂の様子 キッチンカーの様子
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講演概要
本講演では、カーボンニュートラル社会の実現に向けた

核融合発電の特徴や課題について、電力中央研究所の名誉
特別顧問である秋田調先生にご講演いただきました。

世界各国が2050年のカーボンニュートラル達成を目指す
中、日本でも再生可能エネルギー（太陽光・風力）の導入
が急速に進んでいます。一方で、それだけでは十分な容量
と安定供給が困難であり、系統安定性の確保や出力変動の
調整手段として火力発電や原子力を含む柔軟なエネルギー
ミックスが依然として必要とされています。加えて、炭素
回収・貯留（CCS）や大気中CO₂直接回収（DAC）といっ
た技術に依存した排出削減策には、長期的な持続可能性や
コスト面での懸念があります。そのため、2050年以降の脱
炭素社会の安定的な継続には、これらに代わる新たな選択
肢が求められています。

秋田先生は、核融合発電を「将来の基幹電源の有力候補」
と位置付け、次に述べるような核融合発電の特徴について
議論しました。
・安定・定常運転が可能：太陽光や風力のような自然変動

に左右されず、一定出力を維持できること。
・出力制御が可能：電力系統に応じた調整が容易であるこ

と。

・発電原価の大部分は固定費：燃料費がほとんどかからず、
長期的に安定したコストが見込まれること。

・同期発電機による系統安定への貢献：周波数維持・無効
電力供給などにおいても優れた性能を有すること。
こうした特性は、高効率・高レジリエンスな電力系統の

構築に不可欠であり、電力の質的安定性（周波数・電圧）
にも寄与することを示されました。

次に、講演では、核融合導入にあたり解決すべき課題と
して以下を挙げられました。
・技術的成熟とコスト削減
・系統統合技術の開発
・社会的理解と制度整備（規制、投資評価など）

また、原子力・再エネ・DAC・CCUSなどを組み合わせ
た包括的エネルギー戦略の必要性も強調されました。

最後に、秋田氏は、現時点では核融合発電の社会導入が
2050年を超える可能性が高いことを認めつつも、それでも
なお長期的視点での投資価値が高いと主張されました。今
後のカーボンニュートラル社会の真の持続可能性と安定性
を支える存在として、核融合発電の実現に向けた研究・開
発の継続が強く望まれると述べました。

核融合科学研究会 2025年度 特別講演会
2025年６月19日㈭

「持続可能なカーボンニュートラル社会に向けての核融合発電への期待」
講師　秋田 調 先生（電力中央研究所 名誉特別顧問、低温工学・超電導学会会長）

講師のご紹介
秋田 調先生は、昭和54年４月に財団法人 電力中央研究所 狛江研究所 送配電部電線路研究室 研究員に採用されました。

平成５年６月より同研究所　超電導特別研究室長、平成９年１月より同研究所　電気物理部長、平成17年６月より財団法
人電力中央研究所　参事・研究企画グループマネージャーを務められました。平成24年７月から一般財団法人電力中央研
究所　理事・材料科学研究所長、平成29年６月から一般財団法人電力中央研究所　専務理事、令和４年４月には一般財団
法人電力中央研究所　名誉特別顧問就任されました。令和５年７月からは　福島国際研究教育機構　研究開発部門　副分
野長（エネルギー担当）を務められております。

7YU・KWAI 70



72025

52025

32025

������ー�ン�ュー����会
�����核融合������

特定非営利活動法人 核融合科学研究会 特別講演会

自然科学研究機構 核融合科学研究所

シミュレーション科学研究棟 １階会議室

2025 1

82025

62025

42025

2025

『秋田 調 先生　ご講演資料より』
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���電���の����

・深夜電力料金の設定

・蓄熱空調方式への補助金

・エコキュートの普及促進

�設����������の���進������

152025

2025 13

2025 11

��：直流配電�交流配電

○直流配電：変圧器では電圧の昇圧/
降圧ができず、長距離配電に不向き
⇒近距離の同種類の負荷に配電

○交流配電：変圧器で容易に昇圧/降
圧ができ、長距離配電が可能
⇒異種の負荷を集め、設備利用率が
向上できる

����������������������の���

92025

162025

�����事業の���でのあり�

異種の負荷を集め、日間、年間
の設備利用率を向上させ、固定経
費を如何に切り詰めるかの事業で
あった。

����の��業�あり�た������の
�����������������������の���
の������������の���

�設備��率�上�る�����を��る�����る。�

142025

122025

(North latitude)
45 ゜

40 ゜

130 ゜
(East longitude)

135 ゜ 140 ゜ 145 ゜

CHUBU 
Electric Power Co.

KYUSHU Electric Power Co.
SHIKOKU Electric Power Co.

The KANSAI Electric Power Co.

TOHOKU 
Electric Power Co.

TOKYO 
Electric Power Co.

35 ゜

The CHUGOKU 
Electric Power Co.

The OKINAWA 
Electric Power Co.

HOKURIKU 
Electric Power Co.

HOKKAIDO Electric Power Co.

102025

『秋田 調 先生　ご講演資料より』
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232025

212025

192025

172025

242025

����年��素化の以�の� ����減�
 ����年には��％以上までのゼロ

エミッション電源導入

 系統安定化技術の高度化が不可欠

 国内の太陽光・風力発電だけでは、
容量不足か。

 国外からの再エネ輸入？ 再エネ由
来エネルギーの水素等の輸入か。

 既存のインフラなどのエネルギーシ
ステムの最大限の活用

20～22％

22～24％
11％

再エネ
倍増

火力
4割
減

経済成長1.7％で
需要は17％削減

80％以上

20％以下

ゼロエミション
�再エネ�

2050年の80%削減には、
 ゼロエミッション電源の導入加速。88％必要との

試算結果。

 火力発電の高効率化と再エネ由来の水素燃料の
混焼・専焼技術と貯蔵・輸送技術の実用化

ゼロエミッション・
エネルギーで

経済成長

⇒
�ー�ン��ー�ラル�の

��は�まだ不��で��。

222025

202025

低炭素���の��

① 低炭素排出電源の利用

② 省エネルギー技術の活用

高効率な機器

��な���排出��

低いCO2原単位

��� ���

������2�2�����2����2������ー����ー��ル��������

182025

『秋田 調 先生　ご講演資料より』
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2025

���発電の�定��る発電��としての��

・発電原価の大部分は減価償却費などの固定費である。

・同期発電機による発電となる可能性が大である。

・安定して定常的な発電が可能である。

・発電出力を制御可能である。

31

������������������

����������������

��������������、��������

�����������������������

������������������������

������������������������
�������������

����������������������）���������
� ������������、②������������、
③�����������、��������������）

292025

���、�������������������������������

2050年�の����の�
低炭素化（原子力、再生可能エネルギー、
CCUS付火力、ダイレクトキャプチャー（DAC））

（日立東大ラボの試算では、2050年に約1億トンのCCSと約３億ト
ンのDACで我が国のカーボンニュートラルを達成するとしている。）

＋

レジリエンス強化（自然災害対応、サイバー
セキュリティ、早い復旧）

機器の高年化対応（高機能化リプレース、ア
セットマネジメント、リスクベース）

（リスクと�ストのバランスに対しての�����が�可�で�る。）

272025

���������������

������������������������������������������������

（����������������������������������

252025

2025

���発電の�定��る発電��としての��

・発電原価の大部分は減価償却費などの固定費である。

・同期発電機による発電となる可能性が大である。

・安定して定常的な発電が可能である。

・発電出力を制御可能である。

32

302025

2025

�����������������������2����

������������2����（2�2��������

（�����2�������������������������������

262025
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452025

2025

���発電の�定��る発電��としての��

・発電原価の大部分は減価償却費などの固定費である。

・同期発電機による発電となる可能性が大である。

・安定して定常的な発電が可能である。

・発電出力を制御可能である。
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2025 61
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���発電の�定��る発電��としての��

・発電原価の大部分は減価償却費などの固定費である。

・同期発電機による発電となる可能性が大である。

・安定して定常的な発電が可能である。

・発電出力を制御可能である。
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総研大・核融合科学コース「2025年度 夏の体験入学」

2025年８月25日㈪から29日㈮までの日程で、核融合科学
研究所において、国立大学法人 総合研究大学院大学（以下、
総研大） 先端学術院 核融合科学コース（以下、本コース）

「2025年度 夏の体験入学」が開催されました。「夏の体験
入学」は、核融合科学分野で修士学位あるいは博士学位取
得のための進学を検討されている、大学1年生から４年生、
高等専門学校４、５年生と専攻科生、及び大学院修士課程
１年生を対象に、本コースでの教育・研究を合宿形式で体
験していただくことを主な目的として2004年から毎年開催
しています。

22回目となる今年は、31名の学生（内訳：大学生26名、
高専生４名、大学院生１名）が参加しました（写真１）。
参加学生は核融合科学研究所内にある宿泊施設「ヘリコン
クラブ」に宿泊しながら最先端の核融合研究を体験しまし
た。

最先端の研究を体験する５日間のはじまり
核融合科学研究所は、本コースのメインキャンパスであ

り、核融合研究に関する最先端の実験装置やコンピュー
ターが整備されています。これらの装置・施設等を用いて
日々行われている核融合科学を構成する研究分野は、プラ
ズマ物理学、原子物理学、電気工学、低温・超伝導工学、
材料工学、真空工学、シミュレーション科学など多岐にわ
たっており、本コースには各研究分野を専門とする教員が
在籍しています。今回の体験入学では、表１の通り「プラ
ズマ実験・核融合工学系」から７課題、「解析・理論・シ
ミュレーション系」から３課題の計10課題が実施されまし
た。各参加学生からは参加にあたってのコメントを事前に
いただいていますが、どのコメントも核融合研究への強い
関心と学びの意欲が伝わるものでした。

体験入学の１日目は会議室にて榊原悟コース長からの歓
迎の挨拶に加えて、表１の研究課題の概要について、各課

題担当教員から説明がありました。そして、全体顔合わせ
を兼ねて各参加学生から自己紹介が行われました。その後、
参加学生は大型ヘリカル装置（LHD）および、シミュレー
ションやバーチャルリアリティに関する施設見学を行いま
した。施設見学の様子の写真にあるように、参加学生は大
規模かつ高度な実験装置群を目の当たりにし、高揚感が抑
えられない様子でした（写真２）。

 

１日目の夕食は核融合科学研究所内にある食堂「土岐っ
子」にて、参加学生、総研大教員、核融合科学研究所に在
籍する総研大生・連携大学院生を交えた懇親会が開催され
ました。参加学生はリラックスした雰囲気の中で交流を深
めることができ、２日目からの研究体験に期待を膨らませ
ている様子でした。写真１．「2025年度 夏の体験入学」参加学生と教員との集合写真

写真２．施設見学の様子

プラズマ実験・核融合工学系

電磁流体力学的不安定性の可視化：磁気計測とデータ解析

放射線計測技術を用いたプラズマ中における高エネルギー粒
子の閉じ込め研究

レーザー干渉で測る

LHDプラズマの放射崩壊を異常検知する

メタマテリアル技術を用いてオナマエフィルタを作成しマイ
クロ波イメージングに適用してみよう

核融合材料とレーザーの相互作用について学ぼう！

核融合炉用先進材料バナジウム合金の試験片製作と評価実験

解析・理論・シミュレーション系

物理情報付きニューラルネットワークによる偏微分方程式の
数値解法

密度汎関数理論シミュレーション体験

プラズマ粒子シミュレーションによる複雑現象の探究

〈表１〉夏の体験入学実施課題
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実習／講義、学生や教員との議論を通じて得る総研大での
研究体験

２日目の午前に、榊原悟コース長による特別講義が行わ
れ（写真３）、参加学生は、核融合科学の基礎から核融合
プラズマ研究の歴史、最先端の研究課題について学びまし
た。２日目の午後から、いよいよ各課題に分かれた実習が
スタートしました（写真４）。実習は３日目、４日目と続
きますが、参加学生は毎日朝礼で一旦会議室に集合し、実
習開始前に前日の実習内容を互いに報告し合いました。ま
た、実習の合間には参加学生同士や教員との交流の場（イ
ベント）も複数設けられました。例年人気の高いイベント
の一つである、研究者への道（キャリアパス）をテーマと
した座談会「キャリアビルディング」を今年も実習２日目
の課題終了後に開催しました（写真５）。今年も先輩研究
者として総研大の若手教員をパネリストに迎え、研究者に
なるまでの道のりを実体験を基にわかりやすく話してくれ
ました。参加学生からは数多くの質問があり、パネリスト
は個々の質問に熱心に答えていました。参加学生にとって
は直接研究者と話をすることで将来の進路を考えるにおい
て貴重な機会になったのではないかと思います。

最終日には実習で取り組んだ研究成果を発表
最終日の５日目は、前日までに実習で取り組んだ研究成

果の発表会が開催されました（写真６）。会議室には参加
学生、課題担当教員、総研大関係者が集まり、発表時間10
分・質疑応答３分の口頭発表が行われました。短い課題実
習期間にもかかわらず、各参加学生は専門的な説明を交え
たわかりやすい発表を行っていました。質疑応答では鋭い
質問が多くありましたが、少し難しい質問に対しても発表
者が真摯に答える姿勢が伺え、互いの実習内容を深く理解
し合う姿勢が印象的でした。研究者になると学会発表等で
発表や質疑応答を行う機会が増えるため、最終日の発表会
は良い経験になったのではないかと思います。発表会の後、
榊原悟コース長から体験入学全体の講評とコースへの入学
案内等があり、最後に閉校式をもって体験入学を締めくく
りました。

各参加学生からその後に提出していただいたアンケート
と体験談には、研究を進めるにおいての苦労や面白さを最

写真３．榊原悟コース長による特別講義の様子

写真４．各課題に分かれた実習の様子

写真６．研究成果発表会の様子

写真５．研究者への道（キャリアパス）をテーマとした座談会
「キャリアビルディング」の様子
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先端の核融合研究を通じて体験できたことへの充実感が伝
わってきました。合宿形式で学生同士や研究者と交流で
きたことも今後の進路を考えるにおいて貴重な体験になっ
たようです。夏の体験入学は今後も開催していく予定です。
本イベントを通じて将来の核融合研究を担う研究者が育っ
てくれることを期待しています。これまでの夏の体験入学
の概要や参加学生の体験談などを総研大核融合科学コース
のホームページ（https://soken.nifs.ac.jp/archives/open/
opencampus）で公開していますので、ぜひご覧ください。

最後に、夏の体験入学は、総研大の「新入生確保のため
の広報的事業」および「NPO法人 核融合科学研究会」か
らのご支援により実施することができました。ここに厚く
御礼申し上げます。

（時谷政行　プラズマ・複相間輸送ユニット　教授　総合研究大学院大学 先端学術院 核融合科学コース 併任）
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第22回 核融合炉材料国際会議 実施報告

１．開催概要
第22回核融合炉材料国際会議（The 22nd International 

Conference on Fusion Reactor Materials, ICFRM-22）は、
2025年9月28日から10月3日にかけて、静岡県の静岡市清水
文化会館マリナートにおいて開催された。本会議は、核融
合炉の実現に向けた材料開発・評価に関する最重要国際
会議であり、1984年の第1回会議が東京で開催されて以来、
世界各国で開催されてきた。今回は8年ぶりの日本開催と
なり、核融合材料研究分野における日本の国際的プレゼン
スを示す貴重な機会となった。

会議には、アジア・欧州・北米を中心に550名が参加し、
日本からの参加者は参加国中最多の132名であった。次い
で欧州、中国、アメリカ、イギリス、韓国、カザフスタン
からの参加が多かった。会期中は、開会式、プレナリー講
演、招待講演、テーマ別セッション、ポスター発表、企業
展示およびテクニカルツアーが実施された。また、9月29
日には文部科学省研究開発戦略官（核融合・原子力国際協

力担当）・内閣府参事官（ 科学技術・イノベーション推進
事務局）である澤田和宏氏及び、アメリカ合衆国エネル
ギー省科学局核融合エネルギー科学部（Office of Science, 
Fusion Energy Sciences）のアソシエイトディレクターで
あるJean Paul Allain氏から日米の核融合技術開発戦略に
関する基調講演が行われた。

２．会議の主旨と成果
本会議は、核融合炉の材料研究に関する最新成果を共有

し、材料挙動に関する基礎知見の体系化、試験施設の高度
化、国際協力の強化を目的として開催された。会議テーマ
は、構造材料、増殖材料、プラズマ対向材料、照射損傷、
トリチウム挙動、モデリング・シミュレーションなど、多
岐にわたった。

特に、欧州DEMOプロジェクトや日本のブランケット
開発の進展が注目を集めたほか、核融合スタートアップの
独自の炉設計への適用を目指した工学研究やデータ駆動型
材料設計に向けた新たなアプローチが議論された。また、
ITERの新ベースラインを見据えた中性子照射試験・照射
後評価の進展、さらには水素同位体透過防止コーティング
や複合酸化物系セラミックスの耐食評価など、実用化に向
けた研究成果が多数報告された。

３．若手研究者の活躍と表彰
本会議では次世代を担う若手研究者の育成を目的とし、

過去の会議で設けられていた若手賞
「Best Presentation Award for Young Scientists」
に加え、「Young Researcher Excellent Poster Award」
が新設された。審査の結果、優れた研究発表を行った11
名の若手研究者が表彰された。日本からは4名（東北大学、
北海道大学、静岡大学）の大学院生および若手研究者が前
者の若手賞を受賞した。
⃝Diancheng Geng（東北大学）：
「Corrosion resistance of high-Mn oxide-dispersion 
strengthened (ODS) alumina-forming austenitic (AFA) 
steels in liquid metal Sn」

⃝Kaito Mizuno（東北大学）：
「Evaluation of grain boundary strength of tungsten 
materials using micro-cantilever bending test」

⃝Kazuma Kikkawa（北海道大学）：
「Possibility of fabricating ODS high entropy alloys by 
using cold spray method」

写真１　ICFRM-22参加者の集合写真

写真２　米国エネルギー省Jean Paul Allainによる基調講演
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⃝Kosuke Okubo（静岡大学）：
「Li-Pb corrosion effects on deuterium permeation in 
functional coatings using Y₂O₃ and ZrO₂」
これらの受賞者は、耐液体金属腐食材料、微小試験片技

術、酸化物分散強化ハイエントロピー合金、トリチウム透
過防止膜の分野で高い評価を受けた。若手賞制度は国際会
議の重要な要素となっており、日本発の研究成果が世界的
に認められる好例となった。

４．併催イベントと国際交流
ICFRM-22は550名の参加を、材料研究コミュニティ間

の連携を強化するため、低放射化フェライトマルテンサイ
ト鋼、酸化物分散強化合金、ベリリウム技術、セラミック
増殖ブランケットに関する6件の国際ワークショップが併
催された。これらのワークショップでは、照射損傷やトリ
チウム放出挙動、セラミックス増殖ブランケットの最新設
計などが分野横断的に議論された。

５．まとめと謝辞
ICFRM-22では、世界各国・地域からの500名を超える

研究者により、核融合炉材料開発に関する最新の成果と今
後の研究開発の方向性についての発表と議論がなされた。
これらを通し、ICFRM-22は核融合炉材料研究の国際的な
発展と若手育成の双方に大きく貢献し、成功裏に幕を閉じ
た。次回（ICFRM-23）は2027年９月に米国フロリダ州マ
イアミで開催される。

本会議の開催にあたり、多くの国内外関係機関の協力を
得た。特に、核融合科学研究会からの助成により、若手研
究者支援や広報活動を充実させることができた。ここに深
く感謝の意を表する。
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変　更　前 変　更　後

十合刈谷酸素株式会社
代表者 兵頭 修己（代表取締役） 津島 裕史（代表取締役）

連絡者 太田 望（課長）
本社営業部 第１課  副部長

太田 望（副部長）
本社営業部

関西電力株式会社 連絡者
水野 公平
イノベーション推進本部
次世代エネルギービジネス「推進」グループ

水野 公平
イノベーション推進本部
次世代エネルギービジネス「創出」グループ

三菱重工業株式会社 連絡者 清水 克祐（マネージングエキスパート）
原子力セグメント 核融合推進室

馬場 貴志（室長代理）
原子力セグメント 核融合推進室

現在の会員　�

●愛知電機 株式会社
●イビデン 株式会社
●株式会社 Ex-Fusion
●関西電力 株式会社
●株式会社 北野製作所
●株式会社 クリハラント
●四国電力 株式会社
●住友商事株式会社
●十合刈谷酸素 株式会社
●株式会社 泰洋電機
●大陽日酸 株式会社
●中部電力 株式会社
●株式会社 東京インスツルメンツ
●株式会社 東光高岳
●東芝エネルギーシステム 株式会社

●東洋炭素 株式会社
●株式会社 トーエネック
●ニチコン 株式会社
●日本空調サービス 株式会社
●Faraday Factory Japan 合同会社
●株式会社 日立製作所
●富士電機 株式会社
●株式会社 Helical Fusion
●株式会社 前川製作所
●丸理印刷 株式会社
●三菱重工業 株式会社
●三菱電機 株式会社
●金属技研株式会社
●（個人）加藤 秀司

29件（2026年3月現在、順不同・敬称略）

事務局だより

代表者・所属部署・会員企業変更 （敬称略）
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